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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

0601 05122
05123

事務 環境・エネルギー課総合調整事務 ② 環境・エネルギー課内の総合調整
に係る業務全般

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 4.0 0.0 4.0 31,240 現状維
持

引き続き、環境・エネルギー課総合
調整事務を実施する必要があるた
め。

－ ④ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

現状維
持

0602 05122
05123

事務 内部管理業務 ②
職員の服務・研修、道議会事務、文
書事務、予算・決算等課内の庶務に
関する事務

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 2.3 0.0 2.3 17,963 現状維
持

引き続き、内部管理業務を実施する
必要があるため。

－ ④ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

現状維
持

0603
05122
05123

事務 対外的調整業務 ②
全国知事会、国費予算要望、団体
からの要請対応などに係る業務

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 1.2 0.0 1.2 9,372
現状維

持
引き続き、対外的調整業務を実施
する必要があるため。

－ ④ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

現状維
持

0604 05122
05123

事務 内部調整事務 ②
庁内会議対応、広報広聴活動、他
部他課からの照会対応など内部調
整業務全般

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 1.8 0.0 1.8 14,058 現状維
持

引き続き、内部調整事務を実施する
必要があるため。

－ ④ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

現状維
持

0605 05122
05123

一般 幌延深地層研究に関する事務 ②
幌延深地層研究に係る確認会議の
開催、情報収集や連絡調整、地元
自治体等への説明対応

環境・エ
ネル
ギー課

0 2,570 0 0.6 0.0 0.6 7,256 現状維
持

引き続き、幌延深地層研究に関す
る事務を実施する必要があるため。

－ ④ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

現状維
持

0606
05122
05123

事務
北海道省エネルギー・新エネルギー
促進行動計画に関する事務

②
省エネ・新エネ条例及び促進行動
計画の進捗管理等に関する業務

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 1.1 0.1 1.2 8,982
現状維

持
引き続き、促進行動計画関する事
務を実施する必要があるため。

－ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

現状維
持

0607 05122
05123

事務
エネルギーの安定供給に関する業
務

②
エネルギー関連の諸調査、節電対
策、関係機関等との連携・連絡調整
に係る事務

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 3.7 0.0 3.7 28,897 現状維
持

引き続き、エネルギーの安定供給に
関する業務を実施する必要がある
ためため。

－ ④ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

現状維
持

0608 05123 事務
二酸化炭素の回収・貯留（CCS）に
関すること

② 国のCCS大規模実証実験の確実な
実施に向けた取組を行う

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 0.4 0.1 0.5 3,515 現状維
持

引き続き、二酸化炭素の回収・貯留
（CCS）に関する業務を実施するた
め。

－ ④ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

現状維
持

0609 05122
05123

一般
分散型エネルギーリソース導入促
進事業

②

分散型エネルギーリソースの普及
状況や、需要家のエネルギー消費
実態を調査するとともに、活用モデ
ルの策定・普及により導入を促進
し、需給一体型の新エネルギー活
用やエネルギーの地産地消推進に
向けた基盤整備を図る。

環境・エ
ネル
ギー課

0 9,988 0 1.9 0.0 1.9 24,827 終了

ゼロカーボン北海道の取組が一層
進むよう、事業内容の精査を行い再
構築を検討していることから本年度
で事業終了とし、今後の実施につい
ては別途検討。

○ ④ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

徹底した省エネルギーの実現と新エ
ネルギーの開発・導入促進、環境関
連産業の育成と振興に対応する施
策の推進を図るため、各地域に賦
存する豊富で多様なエネルギー資
源の効果的な活用は重要であり、
熱利用特性を踏まえた地域での取
組の一層の推進を検討すること。

終了

省エネルギーの推進や新エネル
ギーの開発・導入を促進するため、
事業を再構築するなどし、引き続
き、熱利用を含め地域のエネルギー
資源を活用した取組を支援してまい
る。

0611
05122
05123

一般
洋上風力発電導入に向けた調査検
討事業

②

本道が高いポテンシャルを有し、地
域への経済波及効果が大きい洋上
風力導入促進に向け、必要な海域
の情報を調査するとともに国への系
統増強の提案に向けた検討を行う
ほか、地域の理解促進のためのセミ
ナーを開催する。

環境・エ
ネル
ギー課

0 10,000 0 0.9 0.0 0.9 17,029 終了

ゼロカーボン北海道の取組が一層
進むよう、事業内容の精査を行い再
構築を検討していることから本年度
で事業終了とし、今後の実施につい
ては別途検討。

○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ➅ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

Society5.0の実現の観点から、環境
への負荷が少ない持続可能な社会
の構築に向け、取組の一層の推進
を検討すること。

終了

新たな技術を活用した新エネル
ギーの導入・開発を促進するため、
洋上風力等の新エネルギーの開
発・導入に向けた環境の整備を促
進してまいる。

0619 05123 一般
「ゼロカーボン北海道」貢献への新
エネ導入支援事業

「ゼロカーボン北海道」貢献に向け、
新エネルギー導入の一層の加速化
を図るため、地域が主体となって行
う新エネルギー導入と省エネ設備導
入を促進するため、地域の新たな取
組の掘り起こしとともに、事業計画
策定から導入の各段階における支
援を実施。

環境・エ
ネル
ギー課

0 240,000 0 1.8 0.1 1.9 254,839 終了

ゼロカーボン北海道の取組が一層
進むよう、事業内容の精査を行い再
構築を検討していることから本年度
で事業終了とし、今後の実施につい
ては別途検討。

－ －

徹底した省エネルギーの実現と新エ
ネルギーの開発・導入促進、環境関
連産業の育成と振興に対応する施
策の推進を図るため、各地域に賦
存する豊富で多様なエネルギー資
源の効果的な活用は重要であり、
熱利用特性を踏まえた地域での取
組の一層の推進を検討すること。

終了

省エネルギーの推進や新エネル
ギーの開発・導入を促進するため、
事業を再構築するなどし、引き続
き、熱利用を含め地域のエネルギー
資源を活用した取組を支援してまい
る。

1 05123 一般
新エネルギーコーディネート支援事
業

② 0 20,000 0 ○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ➅ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

2 05123 一般 新エネルギー設計支援事業 ② 0 20,000 0 ○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ➅ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

3 05123 一般 新エネルギー設備導入支援事業 ② 0 200,000 0 ○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ➅ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

0620 05123 一般
電力移出県等交付金（新エネル
ギー等率先導入推進事業（北海道
エネルギーフロンティア事業費））

②
道自らが道有施設への率先した新
エネ導入や省エネを行う。

環境・エ
ネル
ギー課

0 129,724 0 0.2 0.0 0.2 131,286 終了

引き続き、道自ら一事業者として、
省エネルギーや新エネルギーの開
発・導入などに率先して取り組み、
その実施状況などについて道民や
事業者などに情報提供を行い、省エ
ネや新エネ導入の取組を促進する
ため。

○ ④ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ➅ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

終了

0621 05123 事務
省エネルギー・新エネルギー機器の
導入促進事業

②
集客力の高い地域の商業施設等と
連携し、省エネルギー・新エネル
ギー導入に向けた情報提供を行う。

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 0.2 0.0 0.2 1,562 現状維
持

引き続き、省エネルギー・新エネル
ギー導入に向け機器やパネル等に
よる普及啓発を実施するため。

○ ④ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

現状維
持

0622 05123 事務
北海道省エネ・新エネ応援ライブラ
リー事業

②

省エネルギーの促進、新エネル
ギーの導入の促進を図るため、ホー
ムページ「ほっかいどう省エネ・新エ
ネ応援ライブラリー」を開設し、各関
係機関の有するデータや情報を紹
介する。

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 0.2 0.0 0.2 1,562
現状維

持

引き続き、省エネの促進、新エネの
導入促進に向けた取組を継続する
必要がある。

○ ④ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ①
多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

現状維
持

0624 05123 事務
省エネルギー・新エネルギーの推進
に関する事務

②
省エネルギー並びに新エネルギー
の開発及び導入の促進、エネル
ギー地産地消の促進

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 1.0 0.2 1.2 9,372 現状維
持

引き続き、省エネ・新エネの開発及
び導入の促進やエネルギーの地産
地消の取組を継続していく必要があ
る。

－ ④ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

－ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

現状維
持

0625 05122
05123

事務 環境産業振興に関する業務 ②

多様なエネルギー資源や豊かな自
然など、北海道の優位性を活かし、
環境産業を経済活性化に向けた一
つの方策として育成・振興を図るた
めの各種業務

環境・エ
ネル
ギー課

0 0 0 0.5 0.0 0.5 3,905 現状維
持

引き続き、環境産業振興に関する
業務を実施するため。

－ ④ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ⑥ ① 多くの資料について、電子媒体での
共有を図ることとした。

○ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

北海道Society5.0を推進し、環境へ
の負荷が少ない持続可能な社会の
構築は重要であることから、取組の
一層の推進を検討すること。

現状維
持

環境産業振興業務の実施にあたっ
ては、新技術を活用した取組の推進
を図る。

0626 05123 一般
環境・エネルギー産業総合支援事
業

環境・エネルギー産業関連ビジネス
の育成や道内企業の環境産業への
参入等と省エネ・新エネ施策との一
体的推進のため、環境・エネルギー
産業に係るマーケティング、開発支
援、道外への販路拡大等、様々な
段階において一貫した取組により総
合的に支援

環境・エ
ネル
ギー課

0 66,819 0 2.7 0.0 2.7 87,906
現状維

持

引き続き、環境・エネルギー産業に
係るマーケティング、開発支援、道
外への販路拡大等、様々な段階に
おいて一貫した取組により総合的に
支援を実施するため。

－ －

北海道Society5.0を推進し、環境へ
の負荷が少ない持続可能な社会の
構築は重要であることから、取組の
一層の推進を検討すること。

現状維
持

環境・エネルギー産業総合支援事
業業務の実施にあたっては、新技
術を活用した取組の推進を図る。

1 05123 一般 マーケティング事業 ② 0 13,099 0 ○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ⑥ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

2 05123 一般 開発支援事業 ② 0 40,561 0 ○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ⑥ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

3 05123 一般 販路拡大・普及促進事業 ① 0 13,159 0 ○ ④ ①
展示会出展等についてオンラインに
よる実施をすることとした。

○ ⑥ ①
展示会出展等についてオンラインに
よる実施をすることとした。

○ ①
R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

0627 05123 一般 水素関連産業化促進事業 ②

本道における水素関連産業の形成
促進を図るため、国の実証事業誘
導や道内企業の参入に向けた取り
組みを進める。

環境・エ
ネル
ギー課

0 20,280 0 3.0 0.0 3.0 43,710 現状維
持

引き続き、国の実証事業の誘導に
係る調整や道内企業の参入促進を
図る必要があるため。

○ ④ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ① 会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ① R3当初で見直し済であり、引き続き
同様の内容で実施。

現状維
持

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

令和３年度　事務事業評価調書 05121

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

省エネルギーの促進と新エネルギーの最
大限の活用

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1／2 05121



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0649 05122 一般 リサイクル産業振興対策費

リサイクル製品等の事業化に向け
た研究事業等に対する支援や、産
学官連携による協議検討等を実施
することにより、本道における新たな
リサイクル産業の創出を図り、循環
型社会の形成を推進する。

環境・エ
ネル
ギー課

0 10,253 92 0.5 0.0 0.5 14,158
現状維

持

引き続き、リサイクル産業の事業化
に向けた支援を行う必要があるた
め。

現状維
持

1 05122 一般 リサイクル産業創出事業 ② 0 10,161 0 － ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

2 05122 一般 リサイクル産業振興事業 ② 0 92 92 － ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

0650 一般 戦略的省エネ促進事業 ②
小規模事業者における普及啓発の
実施、省エネ・節電の普及啓発、企
業表彰を行う。

環境・エ
ネル
ギー課

0 2,857 0 0.4 0.0 0.4 5,981
現状維

持

新エネルギーの活用にあたっても、
省エネルギーに取り組むことで、効
率的な運用が可能となり、導入効果
を高めることができるため、引き続
き、省エネ・節電の普及啓発を行う
必要があるため。

○ ④ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

－ ⑥ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

○ ①
会議等についてオンラインによる実
施をすることとした。

現状維
持

0 492,491 92 28.4 0.4 28.8 ■令和４年度　新規事業

洋上風力発電導入促進事業

計

2／2 05121


